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ののの

チカラ
このコーナーでは平戸を元気にするため各分野で活躍されている皆さんをご紹介します
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■ 表紙／平戸で輝く女性たち
■ ここに注目（主な内容）
■ 市政を問う（一般質問　9人）
■ 委員会報告
■ 平戸のチカラ
　 （平戸市婦人防火クラブ連絡協議会）　
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平戸市議会

とかいせん

渡 海 船

12月定例会

平戸市婦人防火クラブ連絡協議会平戸市婦人防火クラブ連絡協議会平戸市婦人防火クラブ連絡協議会
　婦人防火クラブは、家庭での火災予防の知識の習得、地域
全体の防火意識の高揚などを目的に活動している組織です。
　平戸の北部・中部・南部地区で地区の婦人会に加入する 20
代～ 70代の 311人（H29.4 月現在）で活動しています。
　主に、防火・防災に関する各種イベントに参加し、火災予防を啓発するとともに、
地域の関係機関・団体との連携を深めることも行なっています。
　日頃から顔の見える関係づくりを行なうことで、災害時にスムーズな協力体制がつ
くれるのではないかと思います。 
　女性は、家事などを通して毎日「火」にふれる機会が多いため、このような活動を
通して防火意識の向上や技術の習得につながり、日常の生活に反映できることを期待
しています。     　
　会長さんからは、『若い会員は家事・育児・仕事と忙しく、活動の時間が取れない
事も多いですが、その分みんなで協力し、活動しやすい環境づくりをしていきます』
と笑顔でお話していただきました。       

　火災や災害といった緊急時に、地域に根差した女性の方々の災害対応活動が非常に大きな力に

なることは間違いないことであり、これからのまちづくりには必要不可欠だと思います。  

　また、皆さんの活動しやすい環境づくりを一緒に考えていく必要性を感じました。　 
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昨
年
10
月
の
市
議
会
議
員
選
挙

は
、
定
数
が
２
減
の
18
と
な
り
、

新
人
市
議
も
４
人
と
、
市
議
会
の

顔
ぶ
れ
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
も
新
し

く
な
り
、
今
回
が
初
め
て
の
「
市

議
会
だ
よ
り
」
で
す
。

　

今
回
か
ら
表
紙
が
「
が
ん
ば
る

女
性
」
「
活
躍
す
る
女
性
の
皆
さ

ん
」
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
第
14
条
で
男
女
の

平
等
が
う
た
わ
れ
、
男
女
共
同
参

画
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
欧
米

な
ど
に
比
べ
、女
性
の
社
会
進
出
は

遅
れ
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
や
委
員
会
へ
の
女
性
の

登
用
が
少
な
い
な
ど
、
平
戸
市
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
少
し
で
も
女
性
の
皆
さ
ん
を

応
援
し
よ
う
と
、
表
紙
を
変
え
て

み
ま
し
た
。

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
へ
の
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
・
要
望
な
ど
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

（
山
﨑
一
洋
）

編

集

後

記


